
現状の水害リスク情報や取組状況の共有 

資料－４ 



（１）現状の水害リスク情報 
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過去の被害情報 

洪  水 

生起年月 
原因 

両羽橋地点 

被害状況 
流域平均 

2日雨量 

（mm） 

実績流量 

（m3/s） 

大正2年8月 
台風+ 

前線 
130.0 5,665 

家屋流失6戸、浸水537戸、堤防決壊・破損1,339m、 

道路損壊3,049m、橋梁流失5ｹ所 

昭和42年8月 

前線+ 

低気圧 

  

127.9 3,228 

死者8名、負傷者137名、全壊流失167戸、 

半壊床上浸水10,818戸、床下浸水11,066戸、 

農地浸水10,849ha、宅地等浸水2,330ha 

昭和44年8月 低気圧 149.2 6,067 

死者2名、負傷者8名、家屋全壊流失13戸、 

半壊床上浸水1,091戸、床下浸水3,834戸、 

非住家1,988棟 

昭和46年7月 温暖前線 104.4 3,645 

死者4名、負傷者6名、家屋全壊流失13戸、 

半壊床上浸水1,056戸、床下浸水5,383戸、 

一部破損14戸、非住家821棟 

昭和50年8月 寒冷前線 77.8 3,957 

死者5名、負傷者28名、家屋全半壊115戸、 

床上床下浸水788戸、農地浸水2,814ha、 

宅地等浸水593ha 

平成9年6月 台風8号 134.3 4,538 
床上浸水9戸、床下浸水72戸、宅地等浸水3.1ha、 

農地浸水1,612.5ha 

平成14年7月 
梅雨前線

+台風6号 
138.1 4,398 

家屋半壊1戸、床上床下浸水44戸、 

農地浸水284.7ha、宅地等浸水0.8ha 

平成16年7月 梅雨前線 111.4 5,499 
床上床下浸水99戸、農地浸水1,710.1ha、 

宅地等浸水0.3ha 

平成25年7月 低気圧 130.0 5,317 
負傷者3名、床上浸水49戸、床下浸水388戸、 

農地浸水6,849ha 

平成26年7月 梅雨前線 91.0 3,251 

負傷者1名、家屋全半壊9戸、家屋一部損壊1戸、 

床上浸水192戸、床下浸水430戸、農地浸水1,685ha 

社会福祉施設6施設 

※1 

※2、※3 

※3 

※2 

※2、※3 

※3 

※2 

※2 

※2 

※4 

出典：※1「山形県60年間の異常気象」 ※2「水害統計」 ※3「山形県消防防災課災害年表」 ※4速報値 
注1：昭和42年の数値は、「山形県消防防災課災害年表」から死者数を、「水害統計」からその他の数値を引用。 
注2：昭和50年の数値は、「山形県消防防災課災害年表」から死者数、負傷者数を、「水害統計」からその他の数値を引用。 
 

○過去には昭和42年8月洪水(羽越豪雨)と昭和44年8月洪水、昭和50年8月洪水(真室川災害)が
発生している。 

○近年、新庄河川事務所管内においては平成16年9月、平成25年7月などが注目される。 

最上川の氾濫による浸水状況 
（大石田町豊田地区） 

荒砥橋 

荒砥鉄道橋 

■昭和42年8月洪水（羽越豪雨） ■昭和44年8月洪水 

最上川の増水による家屋浸水状況 
（戸沢村古口地区） 

■平成9年6月洪水 

最上川の増水による道路冠水状況 
（大蔵村白須賀地区） 

■平成16年7月洪水  

最上川の増水による道路冠水状況 
（新庄市畑地区） 

真室川の増水による家屋浸水状況 
（真室川町新町地区） 

■平成25年7月洪水  

■昭和50年8月洪水  

鮭川の増水による堤防決壊状況 
（鮭川村観音寺地区） 
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            過去の被害情報（H16年7月鮭川） 

順位 生起年月日 水位（m） 

1 平成16年7年17日 6.10 

2 平成25年7月8日 5.52 

3 昭和49年8月1日 5.40 

4 平成2年6月27日 5.32 

5 昭和50年8月6日 5.26 

6 平成21年7月19日 5.19 

7 平成22年9月14日 5.19 

8 平成5年9月18日 5.11 

9 昭和62年8月17日 4.90 

10 昭和55年7月15日 4.82 

10 昭和62年8月17日 4.82 

真木水位流量観測所 

観測開始：昭和48年 

順位 生起年月日 日降水量(mm) 

1 平成16年7月17日 255 

2 平成2年6月27日 220 

3 昭和55年7月16日 164 

4 昭和62年8月28日 162 

5 平成4年5月8日 157 

6 平成14年8月11日 157 

7 平成3年7月22日 155 

8 平成8年6月19日 155 

9 平成15年7月10日 144 

10 昭和52年8月8日 142 
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雨量(mm)【高坂雨量観測所】 

水位(m)【真木水位流量観測所】 

雨量 
(mm) 

水位 
(m) 平成１６年７月１７日～７月１８日 

７月１７日 ７月１８日 

最高水位6.10m 

日降雨量  
255mm(7/17) 

時間最大降雨 
29mm 

高坂雨量観測所 

観測開始：昭和49年 

冠水状況 

鮭川 県道平田・鮭川線  

② 

順位 生起年月日 水位（m）
1 平成16年7年17日 6.10
2 平成25年7月8日 5.52
3 昭和49年8月1日 5.40
4 平成2年6月27日 5.32
5 昭和50年8月6日 5.26
6 平成21年7月19日 5.19
7 平成22年9月14日 5.19
8 平成5年9月18日 5.11
9 昭和62年8月17日 4.90

10 昭和55年7月15日 4.82
10 昭和62年8月17日 4.82

真木水位流量観測所

観測開始：昭和48年

順位 生起年月日 日降水量(mm)

1 平成16年7月17日 255

2 平成2年6月27日 220

3 昭和55年7月16日 164
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水位(m)【真木水位流量観測所】
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(mm)
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(m) 平成１６年７月１７日～７月１８日

７月１７日 ７月１８日

最高水位6.10m

日降雨量
255mm(7/17)

時間最大降雨
29mm

高坂雨量観測所

観測開始：昭和49年
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1 平成16年7年17日 6.10
2 平成25年7月8日 5.52
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10 昭和62年8月17日 4.82

真木水位流量観測所

観測開始：昭和48年

順位 生起年月日 日降水量(mm)

1 平成16年7月17日 255
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雨量(mm)【高坂雨量観測所】

水位(m)【真木水位流量観測所】

雨量
(mm)

水位
(m) 平成１６年７月１７日～７月１８日

７月１７日 ７月１８日

最高水位6.10m

日降雨量
255mm(7/17)

時間最大降雨
29mm

高坂雨量観測所

観測開始：昭和49年

観測所順位一覧表 

観音寺地区堤防決壊状況 
（１５．４ｋ付近右岸） 

鮭
川 

① 

破堤箇所 
15.4k付近 

① 鮭川 鮭川橋 

県道平田・鮭川線 
冠水区間 

② 

平成16年7月洪水の浸水実績 

①山形県北部（鮭川流域）に豪雨、鮭川流域で降雨・水位ともに観測史上１位を記録。 
 ○真木水位観測所において、最高水位が6.10m、観測史上１位を記録。 （観測開始：昭和48年、H.W.L 7.23m）  

 ○高坂雨量観測所において、255mm/日（観測史上１位）・最大29mm/時を記録。（観測開始：昭和49年） 
 

②堤防が決壊、外内浸水による床上・床下浸水被害が発生 
 ○鮭川村観音寺地区（鮭川 右岸 15.4k付近）で越水による破堤が発生。 
 ○金山町・真室川町・鮭川村・戸沢村で、床上４戸・床下７７戸の浸水被害発生。 
 ○鮭川橋（鮭川14.12k）左岸の県道（平田鮭川線）が浸水（当時は無堤⇒外水氾濫）、通行止。 
 

＊鮭川は、流域面積855km2・幹川流路延長55km・河床勾配1/410～1/970の急流河川。 
 ・鳥海山や奥羽山脈に囲まれ、過去にも豪雨災害が発生。  
 ・長期集中的な豪雨による大規模氾濫時、『川岸高台部法面侵食（家屋への影響）』『道路の寸断』『集落の孤立』が想定される。 
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①山形県北部（鮭川流域）に豪雨、鮭川流域で降雨・水位ともに観測史上１位を記録。 
 ○真木水位観測所において、最高水位が6.10m、観測史上１位を記録。 （観測開始：昭和48年、H.W.L 7.23m）  

 ○高坂雨量観測所において、255mm/日（観測史上１位）・最大29mm/時を記録。（観測開始：昭和49年） 

 

②堤防が決壊、外内浸水による床上・床下浸水被害が発生 
 ○鮭川村観音寺地区（鮭川 右岸 15.4k付近）で越水による破堤が発生。 
 ○金山町・真室川町・鮭川村・戸沢村で、床上４戸・床下７７戸の浸水被害発生。 
 ○鮭川橋（鮭川14.12k）左岸の県道（平田鮭川線）が浸水（当時は無堤⇒外水氾濫）、通行止。 
  
＊鮭川は、流域面積855km2・幹川流路延長55km・河床勾配1/410～1/970の急流河川。 
  ・鳥海山や奥羽山脈に囲まれ、過去にも豪雨災害が発生。  
  ・長期集中的な豪雨による大規模氾濫時、『川岸高台部法面侵食（家屋への影響）』『道路の寸断』『集落の孤立』が想定される。 

破堤箇所 
15.4k付近 

① 

鮭川橋 

県道平田・鮭川線 

床上浸水
（戸）

床下浸水
（戸）

金山町 3

真室川町 22

鮭川村 1 8

戸沢村 3 44

合計 4 77

鮭川沿川町村の浸水実績 

※山形県危機管理室消防防災課 
平成16年7月21日発表 ② 

平成16年7月洪水の浸水実績 

鮭川 

15.4k 

冠水状況
鮭川 県道平田・鮭川線

②

観音寺地区堤防決壊状況
（１５．４ｋ付近右岸）

鮭
川

①

冠水状況
鮭川 県道平田・鮭川線

②

観音寺地区堤防決壊状況
（１５．４ｋ付近右岸）

鮭
川

①



            過去の被害情報（H25年7月最上川） 

HWL：T.P.+40.458m 

測（H24年(2012)12月） 

平成25年7月洪水の浸水実績（畑地区） 

③ 

国道47号 
（避難路） 

② 

大井沢雨量観測所 

累加雨量 251mm 

日降雨量 
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最大時間雨量  
75mm 

平成25年7月18日9時 
レーダー雨量 

日暮沢雨量 
観測所 

大井沢雨量 
観測所 

避難場所 
（洪水ハザードマップより） 

③ 

床上浸水した家屋 

② 

冠水した国道47号 
（11.5時間通行止め） 

被害一覧
外
水
被
害

浸水面積(ha)

内
水
被
害

床上浸水(戸)

床下浸水(戸)

非住家(戸)

被害一覧
外
水
被
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内
水
被
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床下浸水(戸)

非住家(戸)

48.33
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被
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非住家(戸)

被害一覧
外
水
被
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浸水面積(ha)

内
水
被
害

床上浸水(戸)

床下浸水(戸)

非住家(戸)

48.33

7
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①最上川上流域で豪雨、最上川中流区間の水位観測所で観測史上１位及び２位を記録。 
 ○最上川上流域の日暮沢雨量観測所（西川町）において最大時間雨量75mm（日降水量212mm）を記録。 
 ○ 清水水位流量観測所（大蔵村）では、最高水位5.65m、観測史上１位の水位を記録。（観測開始：昭和33年） 

 ○堀内水位流量観測所（舟形町）では、最高水位7.32m、観測史上2位の水位を記録。（観測開始：昭和31年） 
 

②浸水被害による避難経路の寸断 
 ○新庄市畑地区において、床上１戸・床下7戸の浸水被害（各家の二階等への待避）が発生。 
 ○国道４７号（避難路）が冠水し１１．５時間通行止。 
 

＊最上川中流は、狭窄部に囲まれ・大きな蛇行を繰り返す河川。大規模氾濫時は、 『道路の寸断』『集落の孤立』が想定される。 
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堀内水位流量観測所
順位 水位(m)
第1位 昭和44年 8月 7.51
第2位 平成25年 7月 7.32
第3位 昭和42年 8月 7.07
第4位 平成9 年 6月 6.97
第5位 昭和56年 6月 6.77
第6位 平成14年 7月 6.7
第7位 昭和61年 8月 6.46
第8位 平成16年 7月 6.34
第9位 昭和40年 7月 6.14
第10位 昭和41年 7月 6.04

起生年月 清水水位流量観測所

順位 生起年月 水位(m)

第1位 H25年7月 5.65
第2位 S44年8月 5.58
第3位 S42年8月 4.86

0

2

4

6

8

1 11 21 31 41 51

S42年8月 
S44年8月 
H25年7月 

【清水水位観測所】 

計画高水位 6.11m 

時間経過（時間） 

水位（ｍ） 
水位（ｍ） 【大石田水位観測所】 

時間経過（時間） 

大石田水位流量観測所
順位 水位(m)
第1位 昭和42年 8月 16.87
第2位 平成25年 7月 16.66
第3位 昭和32年 7月 16.13
第4位 昭和44年 8月 16.12
第5位 平成14年 7月 16.06
第6位 昭和56年 6月 16.00
第7位 平成 9年 6月 15.96
第8位 昭和61年 8月 15.77
第9位 昭和40年 7月 15.60
第10位 昭和41年 7月 15.49

起生年月

0

2

4

6

8

10

1 11 21 31 41 51 61 71 81

時間経過（時間） 

【堀内水位観測所】 

計画高水位 8.43m 

水位（ｍ） 
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S42年8月

S44年8月

H9年6月

S56年6月

H25年7月

【大石田水位観測所】 

計画高水位17.895m 

計画高水位17.895m 
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14

16
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1 11 21 31 41 51

S32年7月

S42年8月

S44年8月

H14年7月

H25年7月

H . W . L  =  4 1 . 3 6 5

T.P. +40.54m  H25.7洪水（実績）

HWL：T.P.+41.365m

49.7k横断図

畑地区（上流）

測（H24年(2012)12月） 

7月18日の実績浸水範囲

T.P. +38.78m  H25.7洪水（実績）

実績浸水面積 34.2ha

浸水家屋 8戸

7月18日の実績浸水範囲7月18日の実績浸水範囲

T.P. +38.78m  H25.7洪水（実績）

実績浸水面積 34.2ha

浸水家屋 8戸

47.7k横断図 

（畑地区） 畑地区 
47.7k 

H25．7.19 

47.7k 

非住家 茶 色 
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【参考】 平成２７年９月 関東・東北豪雨 の概要 
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【参考】 平成２７年９月 関東・東北豪雨 の概要 
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○最上川水系の最上川、鮭川で堤防が決壊した際の氾濫状況を時間を継続して変化させ、シミュ
レーションした結果を新庄河川事務所ホームページにて公表している。 

氾濫シミュレーション(1) 

【最上川中流】：平成14年8月公表 

シミュレーション条件 
・降雨条件 ： 立谷沢川合流点から鮭川合流点  2日で160mm 

           鮭川合流点から上流端       2日で180mm 
・浸水条件 ： 各はん濫ブロックで堤防決壊により、浸水範囲が

最大となる区域を示したもの 

【鮭川】：平成14年8月公表 

シミュレーション条件 
・降雨条件：9時間で160mm 
・浸水条件：各はん濫ブロックで堤防決壊により、

浸水範囲が最大となる区域を示した
もの 
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○最上川水系の真室川、金山川で堤防が決壊した際の氾濫状況を時間を継続して変化させ、シミュ
レーションした結果を新庄河川事務所ホームページにて公表している。 

氾濫シミュレーション(2) 

【金山川】：平成18年3月公表 

シミュレーション条件 
・降雨条件 ： 9時間で160mm 
・浸水条件 ： 各はん濫ブロックで堤防決壊により、浸水範囲が

最大となる区域を示したもの 

【真室川】：平成18年3月公表 

シミュレーション条件 
・降雨条件：9時間で160mm 
・浸水条件：各はん濫ブロックで堤防決壊によ

り、浸水範囲が最大となる区域を示
したもの 
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○「洪水ハザードマップ」とは、破堤、はん濫等の浸水情報および避難に関する情報を住民にわかり
やすく提供することにより人的被害を防ぐことを主な目的として作成され、以下の条件を満たすもの
をいう。 

 ①浸水想定区域が記載されている ②避難情報が記載されている ③市町村長が作成主体である 

洪水ハザードマップの作成 

新庄市ハザードマップ 
  平成20年3月作成 

市町村名 公表年度 

新庄市 平成 20年度 

尾花沢市 平成 15年度 

大石田町 平成 27年度 

金山町 平成 20年度 

最上町 平成 19年度 

舟形町 平成 20年度 

真室川町 平成 11年度 

大蔵村 平成 17年度 

鮭川村 平成 18年度 

戸沢村 平成 21年度 
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○まるごとまちごとハザードマップとは、自らが生活する地域の洪水の危険性を実感するとともに、発災時に安全
かつスムーズな避難行動を支援し被害を最小限にとどめる事と、地域の洪水ハザードマップの更なる普及浸透
及び危機意識の醸成と洪水時の避難場所等の認知度向上を図ることを目的としている。 

まるごとまちごとハザードマップ事業展開 

大石田町洪水ハザードマップ 

今宿地区 

大石田地区 
大石田町役場 

来迎寺公民館 

あったまりランド 

深掘 

まち歩き 

大石田町今宿地区 

浸水実績標識 設置 

平成21年度 

平成20年度 大石田町大石田地区 

浸水実績標識 
（大石田町クロスカルチャープラザ前） 

浸水実績標識 設置 

H20設置 

H21設置 

（今宿地区） 

浸水実績標識 設置 

想定浸水深標識 

避難誘導標識 

平成22年度 

地元説明会（H22.1実施） 

凡   例 

：想定浸水深等標識 

：浸水実績標識 

標識設置後の評価 平成23年度以
降 

新規地区へ展開 

標識（避難誘導、想定浸水深） 設置 

地元説明会 

・ハザードマップを利用した水防訓練 

（H23.6.17） 

占用手続き（電柱等） 

現 地 設 置 

大石田町の例 
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【堤防整備状況図】 

現状の堤防整備状況 

※ 計画断面堤防とは、計画高水位以下の水位の流水を安全に流下させることを目的として必要となる標準的な堤防の断面形状を有する堤防。  
※ 計画断面に満たない堤防とは、標準的な堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足している堤防。  
※ 堤防不要とは、丘陵地や台地部などの山付き、掘り込み等により堤防の整備が不要な箇所。  

○平成28年3月時点において、最上川水系全体の堤防整備が必要な区間のうち、計画断面堤防(高
さや幅が満足している)割合は、87.6%。 

○平成28年3月時点において、堤防整備が必要な区間のうち、計画断面堤防の割合は、新庄河川事
務所管内では74%。 

酒田市街地 

長井市街地 

山形市街地 

米沢市街地 

長井市 

河北町 

河 口 

河道掘削 

河道掘削 

河道掘削 

河道掘削 

河道掘削 

築堤（農耕地） 
鮭川 

須川 

最上川 

堤防質的整備 

河道掘削 

堤防質的整備 

堤防質的整備 

 築 堤  

築堤（農耕地） 

 築 堤  

 築 堤  

築堤（農耕地） 

築堤（農耕地） 

河道掘削 

築堤（農耕地） 

築堤（農耕地） 

その他（施設老朽化対策） 

築堤（農耕地） 
橋梁改築 

築堤（農耕地） 
 築 堤  

築堤（農耕地） 

 築 堤  

最上狭窄部 

河井山狭窄部 

 築 堤  

堤防質的整備 

大淀分水路 

 築 堤  

河道掘削 

築堤（家屋浸水対策） 荒砥狭窄部 

河道掘削 

凡 例 

          ：完成堤防 
          ：山付区間 
          ：事業完了    
          ：事業実施中       
          ：第一段階（当面整備） 
          ：第二段階 

山形市 

米沢市 高畠町 

川西町 

南陽市 

山辺町 

朝日町 

白鷹町 

中山町 

天童市 

東根市 

村山市 

舟形町 

大石田町 

新庄市 

大蔵村 

真室川町 

鮭川村 

戸沢村 

庄内町 

酒田市 

上山市 

大江町 

寒河江市 

大淀狭窄部 

大久保遊水地 

河道掘削 

堤防質的整備 

水制工の改築 

堤防整備状況 

堤防必要延長 
325km 

平成27年3月現在 

完成堤防 
284km 
87.4% 

暫定堤防 
20km 
6.0% 

未施工21km6.6% 

河道掘削 

管内は平成25年度時点 

堤防整備状況 
(新庄河川事務所管内) 
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重要水防箇所 
○堤防の高さや幅、過去の漏水実績などから、水防上特に注意を要する区間を定め、重点的に巡視

が必要な箇所を重要水防箇所として指定し、新庄河川事務所ホームページにて公表している。 

堤防高（流下能力） 

堤防高（流下能力） 

法崩れ・すべり、漏水 

凡　例

Ａランク

Ｂランク

（水防上最も重要な区間）

（水防上重要な区間）

重要水防箇所位置図 河川名 
Ａランク 

指定区間延長 
Ｂランク指定 

区間延長 

最上川 7,826m 26,084m 

鮭川※ 550m 5,325m 

真室川 160m 6,317m 

金山川 1,589m 3,059m 

最上 
小国川 

- 3,530m 

丹生川 - 3,750m 

合計 10,125m 48,065m 

■堤防高(流下能力) Aランク : 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、現況の堤防高を越える箇所。 

  Bランク : 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。 

■堤防断面 Aランク : 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。 

  Bランク : 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。 

■法崩れ・すべり、漏水 Aランク : 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。 

  Bランク : 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。 

          基礎地盤及び停滞の土質等からみて法崩れ・すべりや漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。 

□補足説明 ※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めています。 

    また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所又は履歴を残すため「要注意区間」として整理しています。 

  ※重要水防箇所については、新庄河川事務所HPで公表しています。 http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/ 

※鮭川には泉田川を含む 
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（２）現状の減災に係る取組状況等 
①情報伝達、避難計画等に関する事項 
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水位 (m)
発　 生
年月日

最上川 大石田 12.5 13.8 16.5 16.9 17.895 16.87 S42.8.29

最上川 堀　 内 3.4 4.4 7.6 7.8 8.425 7.51 S44.8.8

最上川 古　 口 3.3 5.5 8.0 8.2 9.700 8.95 S19.7.21

丹生川 大石田 12.5 13.8 16.5 16.9 17.895 16.87 S42.8.29

丹生川 岩ヶ袋 2.1 2.4 2.7 3.3 3.300 2.86 H18.12.27

最上小国川 堀　 内 3.4 4.4 7.6 7.8 8.425 7.51 S44.8.8

最上小国川 長者原 1.5 2.1 3.3 3.95 3.950 2.56 H27.9.11

鮭 　川 真　 木 2.5 3.5 6.3 6.7 7.230 6.10 H16.7.17

真室川 真室川 2.0 3.0 4.1 4.4 4.922 5.30 S50.8.6

金山川 平岡橋 1.8 2.5 3.0 3.2 5.300 2.86 S62.8.29

計画高水
位(m)

既往最高
河川名 観測所名

水防団待機
水位(m)

氾濫注意
水位(m)

避難判断
水位　(m)

氾濫危険
水位　(m)

（特別警戒水位） 

基準水位観測所における設定水位の意味 
（危険な箇所で設定した以下の水位を、基準水位観測所地点の水位に置き換えて設定） 

【避難判断水位】 

・市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安 

・住民の氾濫に関する情報への注意喚起  

【氾濫危険水位】（特別警戒水位） 

・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安 
・住民の避難判断の参考になる水位 
（水位設定の考え方） 

堤防等の構造の基準となる水位（計画高水位）若しくは、リードタイム（避難完了ま
でに、避難勧告の発令、情報伝達及び避難等に要する時間）から設定される水位
のいずれか低い水位 

氾濫危険水位 

氾濫の発生 

避難判断水位 

水位など レベル 

5

 

（
危
険
）
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 【氾濫注意水位】 

・水防団の出動の目安 
氾濫注意水位 

1

 【水防団待機水位】 

・水防団の準備の目安 

水防団 

待機水位 

水位 

氾濫発生情報 

避難判断水位 

はん濫危険水位 

はん濫注意水位 

水防団待機水位 

はん濫発生 

氾濫注意情報 氾濫危険情報 氾濫警戒情報 

一定時間後に 
はん濫危険水位 

到達を予測 

水防警報（準備） 水防警報（出動） 

洪
水
予
報 

水
防
警
報 

 国や都道府県は、洪水時において、予め定められた「基準水位観測所」における水位の情報を提供。 

 水防法に基づき、基準水位に到達するおそれがある場合など、水位の状況に応じて、河川管理者と気象庁長官は共同で指定河川洪水予報を実施。 

  

 最上川中流及び鮭川において、洪水時、迅速な避難
を支援するため気象台と共同で『洪水予報』を発表しま
す。（気象業務法・水防法に基づく） 

 また、洪水被害を軽減させる水防活動のため『水防警
報』を発令します。（水防法に基づく） 

 『洪水予報』や『水防警報』は、右表のとおり、各基準
観測所の水位状況に応じ、発表し周知されます。 
 

○対象河川：最上川、鮭川、真室川、金山川、 
                         最上小国川、丹生川 

洪水時における河川事務所からの情報提供等の内容及びタイミング 
○対象河川：最上川、鮭川、真室川、金山川、最

上小国川、   
        丹生川 

○洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情
報を受けた場合の対応について共有しておく
必要がある。 

○洪水時に、各受け持ち区間内の基準水位観測
所水位を確認することにより、水防団の水防
活動の目安や地域住民が避難を判断する目
安の水位となっているかを確認できる情報の
提供を行っている。 
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洪水時における河川事務所からの情報提供等の内容及びタイミング 

基準水位観測所と水防受け持ち区間（新庄河川管内） 
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避難勧告等の発令基準 

○管内直轄区間でタイムラインを策定しているが、地域防災計画で定められた避難勧告発令の基準
に基づいて、より具体的に避難勧告の発令の時期や対象地区を記載する等、より実行力のあるタイ
ムラインに向けて改善を続ける必要がある。 

戸沢村タイムライン（試行版） 
【H27.11 トップセミナー資料】 
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低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 戸沢村 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
古口水位観測所（水位3.3m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
古口水位観測所（水位5.5m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
古口水位観測所（水位8.0m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
古口水位観測所（水位8.2m） 洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

金打坊地区 
避難勧告 

金打坊地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
金打坊地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

戸沢村金内坊地区 

最上川 

17 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 戸沢村 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
真木水位観測所（水位2.5m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
真木水位観測所（水位3.5m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
真木水位観測所（水位6.6m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
真木水位観測所（水位6.9m） 洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

津谷地区 
避難勧告 

津谷地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
津谷地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

戸沢村津谷地区 

鮭川 

18 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 新庄市 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
堀内水位観測所（水位3.4m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
堀内水位観測所（水位4.4m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
堀内水位観測所（水位6.4m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
堀内水位観測所（水位6.5m） 

洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

畑地区 
避難勧告 

畑地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
畑地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

新庄市畑地区 

最上川 

19 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 大蔵村 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
堀内水位観測所（水位3.4m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
堀内水位観測所（水位4.4m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
堀内水位観測所（水位8.0m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
堀内水位観測所（水位8.1m） 

洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

白須賀・烏川地区 
避難勧告 

白須賀・烏川地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
白須賀・烏川地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

大蔵村白須賀・烏川地区 

最上川 

20 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画） （H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 舟形町 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
堀内水位観測所（水位3.4m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
堀内水位観測所（水位4.4m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
堀内水位観測所（水位7.7m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
堀内水位観測所（水位7.8m） 

洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

堀内地区 
避難勧告 

堀内地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
堀内地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

舟形町堀内地区 

最上川 

21 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画） （H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 尾花沢市 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
堀内水位観測所（水位3.4m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
堀内水位観測所（水位4.4m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
堀内水位観測所（水位7.8m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
堀内水位観測所（水位7.9m） 

洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

大向・白鷲地区 
芦沢地区 
避難勧告 

大向・白鷲地区 
芦沢地区 

避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 

大向・白鷲地区 
芦沢地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

尾花沢市大向・白鷲地

区、芹沢地区 

最上川 

22 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画） （H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 大石田町 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
堀内水位観測所（水位3.4m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
堀内水位観測所（水位4.4m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
堀内水位観測所（水位6.7m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
堀内水位観測所（水位6.9m） 

洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

駒籠地区 
避難勧告 

駒籠地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
駒籠地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

大石田町駒籠地区 

最上川 

23 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画） （H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 大石田町 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
大石田水位観測所（水位12.5m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
大石田水位観測所（水位13.8m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
大石田水位観測所（水位16.５m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
大石田水位観測所（水位16.9m） 

洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

豊田地区 
避難勧告 

豊田地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
豊田地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

大石田町豊田地区 

最上川 

24 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画） （H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 鮭川村 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
真室川水位観測所（水位2.0m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
真室川水位観測所（水位3.0m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
真室川水位観測所（水位4.5m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
真室川水位観測所（水位4.7m） 洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

石名坂地区 
避難勧告 

石名坂地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
石名坂地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

鮭川村石名坂地区 

真室川 

25 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画） （H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 鮭川村 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
真木水位観測所（水位2.5m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
真木水位観測所（水位3.5m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
真木水位観測所（水位6.7m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
真木水位観測所（水位7.1m） 洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

上大渕・庭月地区 
避難勧告 

上大渕・庭月地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
上大渕・庭月地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

鮭川村上大渕・庭月地区 

鮭川 

26 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画） （H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 真室川町 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
真室川水位観測所（水位2.0m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
真室川水位観測所（水位3.0m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
真室川水位観測所（水位4.2m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
真室川水位観測所（水位4.4m） 洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

新町地区 
避難勧告 

新町地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
新町地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

真室川町新町地区 

真室川 

27 



低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画） （H27.4） 

新庄河川事務所 住民等 真室川町 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
平岡橋水位観測所（水位1.8m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
平岡橋水位観測所（水位2.5m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
平岡橋水位観測所（水位2.9m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
平岡橋水位観測所（水位3.0m） 洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

平岡地区 
避難勧告 

平岡地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
平岡地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

○台風に関する気象庁記者会見 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

◇台風予報 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

※台風上陸 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

◇台風に関する気象庁記者会見 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

真室川町平岡地区 

金山川 
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低気圧・前線等の接近に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の 
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画） （H28.3） 

新庄河川事務所 住民等 金山町 気象・水象情報 

水防団待機水位到達 
平岡橋水位観測所（水位1.8m） 

水防警報（待機・準備） 

氾濫注意水位到達 
平岡橋水位観測所（水位2.5m） 

第一次防災体制 

避難判断水位到達 
平岡橋水位観測所（水位3.0m） 

洪水予報（氾濫注意情報） 

洪水予報（氾濫警戒情報） 

氾濫危険水位到達 
平岡橋水位観測所（水位3.2m） 洪水予報（氾濫危険情報） 

水防警報（出動） 

○水防団指示 

第二次防災体制 

第三次防災体制 

第四次防災体制 

○ホットライン 

持越・三枝地区 
避難勧告 

持越・三枝地区 
避難準備情報 

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 

○避難所開設の準備 

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） 
持越・三枝地区 
避難指示 

避難完了 

要配慮者避難開始 

○大雨警報・洪水警報発表 

氾濫発生 

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。 
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。 

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断 

○必要に応じ、助言の要請 

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 

○連絡要員の配置 

○管理職の配置 

避難開始 

○首長若しくは代理者の登庁 

○リエゾンの派遣 

○巡視・水防活動状況報告 

○休校の判断、体制の確認等 

○水防警報 

緊急復旧、堤防調査委員会設置 

○要配慮者施設、大規模事業者に洪
水予報伝達 

○災害対策機械の派遣要請 

○災害対策機械の派遣 

-72h 

-48h 

-24h 

-12h 

-3h 

0h 

◇大雨特別警報発表 

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 

○リエゾン体制の確認 

○協力機関の体制確認 

○出水時点検（巡視） 

-2h 

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認 

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信 

○避難の準備（要配慮者以外） 

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認 

○防災無線、携帯メール等による避難指
示・避難勧告の受信 

○CCTVによる監視強化 

○ダム事前放流の指示・確認 

【注意体制】 

【警戒体制】 

【非常体制】 

○水門、樋門、排水機場等の操作 

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） 

○漏水・侵食情報提供 

○被害状況の把握 
 （ヘリコプター等による迅速な状況把握） 

○TEC-FORCEの活動 

○被害状況・調査結果等の公表 

○水防団等への注意喚起 

○自衛隊への派遣要請 

○避難者への支援 

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認 

避難解除 

◇暴風警報発表 

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。 

○災害・避難カードの確認 

○防災グッズの準備 

○自宅保全 

◇大雨に関する山形県気象情報（随時） 

○大雨注意報・洪水注意報発表 

○大雨特別警報の住民への周知 

○ホットライン（山形地方気象台） 

最終的な危険回避行動 

○大雨に関する気象情報発表 

-6h 

金山町持越・三枝地区 

金山川 
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住民等への情報伝達の体制や方法 

○河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページやテレビを通じて伝達している。 
○情報の入手しやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させる必要がある。 

防災無線や電話回線を通じて避難情報を通知（併せてWEB公開） 

PC,スマホから川の防災情報を入手 

洪水予報や水防警
報などの情報を入
手できる 

PC,スマホでライブ映像が確認できる 

URL:http://www2.thr.mlit.go.jp/yamagata/river_dp/ URL:http://www.river.go.jp/ 

リアルタイムで川
の水位情報を確
認できる。 

デジタル放送のデー
タ放送で河川水位を
確認出来る 

※画面はNHKから提供 
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（２）現状の減災に係る取組状況等 
②水防に関する事項 
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河川水位等に係る情報提供 

最上川・鮭川におけるCCTV画像提供箇所（山形河川国道事務所ホームページ「山形の河川防災情報」より） 

◎山形河川国道事務所 山形の河川防災情報 
http://www2.thr.mlit.go.jp/yamagata/river_dp2014/ 

〇山形河川国道事務所において、最上川・赤川流域における光ケーブルによるライブ映像の提供を実施している。 
〇事務所ホームページ(山形の河川防災情報)により主要箇所のライブ画像(静止画)と水位情報を提供、また、国

土交通省ホームページ(川の防災情報)により水位情報、レーダによる雨域情報など提供している。 

〇ライブ画像等をホームページで提供しているが、自治体の防災対策や住民の避難行動の判断に必要な情報の
提供について、順次拡大する必要がある。 

◎国土交通省 川の防災情報 
http://www.river.go.jp/ 

↓PC版   スマートフォン版→ 

ライブ画像表示例→ 
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河川の巡視 

○出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。 
○堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川 
  管理者間で、河川巡視で得られた「河川水位状況」や「堤防変状等」の情報共有等を進める必要がある。 

はん濫注意水位を超えた時点
から河川巡視に「状況把握班」
を加え、洪水時の河川状況を 
把握している。 

金山川 

H16年7月洪水 

H16年7月洪水 
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水防資器材の整備状況 

○水防管理団体が水防倉庫等に水
防資器材を備蓄しているが、河川
管理者が持つ資器材も、水防計
画に基づき緊急時に提供してい
る。 

○水防団等と河川管理者が連携し
た水防活動を行うため、資器材の
保有状況を共有し、不足した場合
の貸与方法について検討等を進
める必要がある。   

○備蓄状況一例 
【真室川防災ステーション】 
・根固めブロック3t : 200個 
・根固めブロック1t : 1300個 
・大型連結ブロック : 1800個 
・土砂 : 10,000m3 
・水防用樹木 : 30本 
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市町村防災担当者セミナー・現地共同点検 

開催日： 平成27年11月24日(火)～30日(月) 

出席者： 

概 要： 

洪水時に河川水位やそれを元に出される情報に対して適

切な対応ができるように防災関係者を対象にセミナー＆

現地共同点検を開催しました。 

各市町村の首長、防災関係職員、地区長・
町内会長、水防団、警察署員、消防署員等             
のべ105名 

大石田町豊田 地区 尾花沢市毒沢 地区 
大石田町役場 

【出席者からのコメント】 

 ・水防活動に必要な資材や土取場が不足する緊急時には河川管理者の
協力をお願いしたい。 

 ・避難ルートや避難所も様々なケースを想定し考えておかなければい
けない。 

 ・集落への進入路が、家屋浸水時に使えるか高さを確認したい。 

 ・地区の自主防災組織で夜間を想定した避難訓練を行って万が一の事
態に備えている。 

 ・地デジでの水位情報の見方を全戸に周知して欲しい。 

 ・まるごとまちごとハザードマップを設置済み地区以外にも展開した
い。 

 ・過去の水害で越流しそうになったところが、危険箇所となっている。
今後も注意してみていきたい。 

対象市町村： 

戸沢村岩清水 地区 舟形町堀内 地区 舟形町役場 

真室川町新町 地区 

鮭川村石名坂 地区 

新庄市・尾花沢市・金山町・大石田町・舟
形町・真室川町・大蔵村・鮭川村・ 
戸沢村 

新庄市畑 地区 

戸沢村金打坊 地区 

【セミナーの様子 全５会場】 【現地共同点検の様子】 
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緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）の体制状況 
・東北地方整備局 新庄河川事務所では、平成２８年熊本地震により発生した九州地方の被害状況の把握及び技術的な支援
のため、平成２８年４月２５日（月）～平成２８年５月６日までの期間、TEC-FORCE（被災状況調査）として現地活動実施。 

・東北砂防班として、熊本県南阿蘇村（阿蘇大橋）周辺の被災状況の調査を行い、熊本河川国道事務所をはじめとする関係
者に災害復旧に必要な被災状況調査結果を報告。 

阿蘇大橋地区 

熊本河川国道事務所等との合同打合せ 

平成２８年５月３日 

南阿蘇村高野台地区の国道57号に係る  
クラック調査 

平成２８年４月２９日 

大
分
県
側 

熊
本
県
側 

南阿蘇村立野地区の大崩落現場状況 
及び国道５７号に係る 関係機関への説明 

平成２８年４月２８日 

緊急災害対策派遣隊 
（TEC-FORCE）の概要 

  大規模自然災害が発生し、又は
発生する恐れがある場合において、
被災地方公共団体等が行う、被災
状況の迅速な把握、被害の発生及
び拡大の防止、被災地の早期復旧
その他災害応急対策に対する技術
的な支援を円滑かつ迅速に実施す
るため、平成20年度から体制を整
備しています。 
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（２）現状の減災に係る取組状況等 
③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項 
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排水施設、排水資機材の操作・運用 

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策用機械は平常時から保守点検を行うとともに、機械を
扱う職員等の訓練を行うなど非常時における出動体制を確保。 

防災ST（大石田) 

排水ポンプ車30m3/min 2台 

防災ST（蔵岡) 

排水ポンプ車30m3/min １台 

防災ST（古口） 

排水ポンプ車30m3/min 1台 

排水ピット（角間沢排水樋門） 

排水ピット（本合海排水樋門） 

排水ピット（大浦第一排水樋門） 

排水ピット（大石田第5排水樋門） 

新庄河川事務所管内災害対策用機械配置状況 

　　

分解対応型ﾊﾞｯｸﾎｳ

水中探査装置

応急組立橋

分解対応型ﾊﾞｯｸﾎｳ

土のう造成機

待機支援車

衛星通信車

照明車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車

照明車

照明車

排水ポンプ車

東北地方整備局災害対策用機械配置状況(平成27年4月1日現在)

照明車

能代河川国道事務所

磐城国道事務所

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

排水ポンプ車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車
待機支援車

土のう造成機

衛星通信車

待機支援車

土のう造成機

衛星通信車

照明車

応急組立橋

排水ポンプ車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

待機支援車

土のう造成機

衛星通信車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車

照明車

照明車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

対策本部車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

対策本部車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

東北地方整備局災害対策用機械配置状況 

排水ポンプ車台数：４５台 

東日本大震災での排水活動 

昼夜問わず、24時間態勢 
で排水作業実施（東日本大震災） 撮影H25.7.18 22:38 

内水排除作業による 
国道47号の通行止め 
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分解対応型ﾊﾞｯｸﾎｳ

水中探査装置

応急組立橋

分解対応型ﾊﾞｯｸﾎｳ

土のう造成機

待機支援車

衛星通信車

照明車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車

照明車

照明車

排水ポンプ車

東北地方整備局災害対策用機械配置状況(平成27年4月1日現在)

照明車

能代河川国道事務所

磐城国道事務所

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

排水ポンプ車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車
待機支援車

土のう造成機

衛星通信車

待機支援車

土のう造成機

衛星通信車

照明車

応急組立橋

排水ポンプ車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

待機支援車

土のう造成機

衛星通信車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車

照明車

照明車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

対策本部車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

対策本部車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

   

分解対応型ﾊﾞｯｸﾎｳ 

水中探査装置 

応急組立橋 

分解対応型ﾊﾞｯｸﾎｳ 

土のう造成機 

待機支援車 

衛星通信車 

照明車 

照明車 

照明車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

照明車 

照明車 

照明車 

照明車 

排水ポンプ車 

東北地方整備局災害対策用機械配置状況 ( 平成 27 年 4 月 1 日現在 ) 

照明車 

能代河川国道事務所 

磐城国道事務所 

照明車 

照明車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

照明車 

排水ポンプ車 

照明車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 
待機支援車 

土のう造成機 

衛星通信車 

待機支援車 

土のう造成機 

衛星通信車 

照明車 

応急組立橋 

排水ポンプ車 

照明車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

待機支援車 

土のう造成機 

衛星通信車 

照明車 

照明車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

照明車 

照明車 

照明車 

照明車 

照明車 

照明車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

対策本部車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

照明車 

照明車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

照明車 

照明車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

対策本部車 

対策本部車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

対策本部車 

対策本部車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

照明車 

照明車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

排水ポンプ車 

対策本部車 

青森河川国道事務所 



延べ 129時間45分のポンプ排水 で、25ｍプール約 475杯分 を排水    排水ポンプ車による緊急排水  

○ 平成25年7月洪水では排水ポンプ車・設備による緊急排水により総排水量約17万㎥を排水する事
ができた。 

排水施設、排水資機材の操作・運用 

戸沢村蔵岡地区の内水を最上川に排水（撮影日：7月18日） 

大石田町横山地区の内水を最上川に排水（撮影日：7月18日） 

最上川 
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ダム名 水系名 河川名 目的※建設時 ダム管理者

寒河江ダム 最上川 寒河江川

・ 洪水調節
・ 流水の正常な機能の維持
・ かんがい用水の確保
・ 上下水道用水
・ 発電

s47 ～ h02 国土交通省

白川ダム 最上川 置賜白川

・ 洪水調節
・ 流水の正常な機能の維持
・ かんがい用水の確保
・ 上下水道用水
・ 発電

s43 ～ s56 国土交通省

長井ダム 最上川 置賜野川

・ 洪水調節
・ 流水の正常な機能の維持
・ かんがい用水の確保
・ 上下水道用水
・ 発電

s59 ～ h23 国土交通省

前川ダム 最上川
前川
(須川支川)

・ 洪水調節
・ 流水の正常な機能の維持

s49 ～ s58 山形県

蔵王ダム 最上川
馬見ヶ崎川
(須川支川)

・ 洪水調節
・ かんがい用水の確保
・ 上下水道用水
・ 発電
・ 貯砂ダム

s33 ～ s45 山形県

留山川ダム 最上川
留山川
(押切川)

・ 洪水調節
・ かんがい用水の確保
・ 河川環境の保全

h18 ～ h23 山形県

白水川ダム 最上川 白水川
・ 洪水調節
・ かんがい用水の確保
・ 流水の正常な機能の維持

s49 ～ h02 山形県

綱木川ダム 最上川
綱木川
(鬼面川支川)

・ 洪水調節
・ 河川環境の保全
・ 上下水道用水

s54 ～ h19 山形県

木地山ダム 最上川 置賜野川

・ 洪水調節
・ かんがい用水の確保
・ 流水の正常な機能の維持
・ 発電

s32 ～ s36 山形県

神室ダム 最上川
金山川
(真室川支川)

・ 洪水調節
・ 流水の正常な機能の維持
・ 上下水道用水

s49 ～ h05 山形県

高坂ダム 最上川 鮭川
・ 洪水調節
・ 発電

s38 ～ s41 山形県

建設工期

管理ダムの活用状況  

管理ダムと調査ダム 

○近年出水の平成25年7月洪水においては、上流域の国・県で管理されているダムや遊水地の洪水調
節により、下流河川の水位を低下させ市街地の洪水被害の軽減に効果を果たした。 

最上川ダム総合管理事務所HPより 

寒河江ダム（国）（H2完成） 白川ダム（国）（S56完成） 神室ダム（県）（H5完成） 

山形県HPより 
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管理ダムの活用状況【平成25年7月洪水の運用事例】 

○寒河江ダム、白川ダム、長井ダムの防災操作と大久保遊水地の洪水調節により、大石田地
点で約50cmの水位低減効果を発揮した。(H28.02.08東北地整発表資料より) 

 

留山川ダム 

白水川ダム 

神室ダム 

高坂ダム 

田沢川ダム 

両羽橋 

高屋 

堀内 

大石田 

稲下 

下野 

大久保遊水地 

日本海 

秋田県 

宮城県 

福島県 

新潟県 

綱木川ダム 

白川ダム 

長井ダム 

木地山ダム 
前川ダム 

寒河江ダム 

蔵王ダム 

真木 

岩清水 

西根 

寺津 長崎 

小出 

西大塚 

鮨洗 

大石田

実績ピーク水位 16.65m

3ダム・遊水地が
無かった場合

0.5m上昇

大久保
遊水地
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最大調節量
1029m3/s

最大調節量
120m3/s

寒河江ダム 1287m3/s

流入量

放流量258m3/s

長井ダム 212m3/s

92m3/s

流入量

放流量

白川ダム
328m3/s

200m3/s流入量

放流量

HWL

実績ピーク水位 16.65m

３ダム・遊水地が無
かった場合の水位

【大石田地点】

３ダム・遊水地の防災操作
により約50cmの水位低下

最大調節量
128m3/s

防災操作して
いる期間

防災操作して
いる期間

防災操作して
いる期間

寒河江ダム貯水状況 7/18  9：50
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（２）現状の減災に係る取組状況等 
④河川管理施設の整備に関する事項 
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新庄河川事務所管内 

最上川の整備手順 

○過去の水害発生状況、流域の重要度やこれまでの整備状況、地域特性などを総合的に勘案し、「最上川水系河川整備計
画」で定めた目標に向けて、上下流の治水安全度バランスを確保しつつ、段階的括着実に整備を進めていく。 

酒田市街地 

長井市街地 

山形市街地 

米沢市街地 

長井市 

河北町 

河 口 

河道掘削 

河道掘削 

河道掘削 

河道掘削 

河道掘削 

築堤（農耕地） 
鮭川 

須川 

最上川 

堤防質的整備 

河道掘削 

堤防質的整備 

堤防質的整備 

築 堤 
【蔵岡地区】 

築堤（農耕地） 
【蟻喰地区】 

築 堤 
【畑地区】 

築 堤 
【金打坊地区】 

築堤(農耕地) 
【作の巻地区】 

築堤（農耕地） 
【サス崎地区】 

河道掘削 

 築堤（農耕地） 
【堀内地区】 

築堤（農耕地） 
【実栗屋地区】 

その他（施設老朽化対策） 
【大石田地区】【横山地区】 

築堤（農耕地） 
橋梁改築 

築堤（農耕地） 
 築 堤  

築堤（農耕地） 

 築 堤  

最上狭窄部 

河井山狭窄部 

築 堤 
【皿島地区】 

堤防質的整備 

大淀分水路 

 築 堤  

河道掘削 

築堤（家屋浸水対策） 荒砥狭窄部 

河道掘削 

凡 例 

         ：完成堤防 
         ：山付区間 
         ：事業完了    
         ：事業実施中       
         ：第一段階（当面整備） 
         ：第二段階 

山形市 

米沢市 高畠町 

川西町 

南陽市 

山辺町 

朝日町 

白鷹町 

中山町 

天童市 

東根市 

村山市 

舟形町 

新庄市 

大蔵村 

真室川町 

鮭川村 

戸沢村 

庄内町 

酒田市 

上山市 

大江町 

寒河江市 

大石田町 

大淀狭窄部 

大久保遊水地 

河道掘削 

堤防質的整備 

水制工の改築 

完成堤防 
284km 
87.4% 

河道掘削 

43 


